
教育課題部

研究主題

会

rキャ リア教育の視点に立 った教育活動の推進」

研究の概要

フ リー ターやニー トと呼ばれ る若者の増加が大 きな社会問題 となっている現在 、勤労観 ・職業観 を

育成 し、主体的に進路を選択する能力 ・態度 を育てるキャ リア教育 の充実が求め られている.生 徒 の

勤 労観・職業観は、それぞれの発 達段階における様 々な体験の中で育成 され るものであ り、学校 にお

けるすべての教育活動において、キャ リア教育の視点に立った実践が必要である。教育課題部会では、

キャ リア教育の全体計画例 を基に、教科科 目指導、「総合的な学習の時間」、特別活動等におけるキャ

リア教育の視点 を示 し、効果的な指導方法について開発研究を行 うこととした。

1研 究 の 目 的

キャ リア教育 とは、平成11年12月 中央教育審議会答 申で、 「望ま しい職業観 ・勤労観及び職業

に関す る知識や技能を身につ けさせるとともに、 自己の個性 を理解 し、主体的に進路を選択す る能

力 ・態度 を育てる教育」 と示 されている。また平成16年1月 に文部科学省か ら示 され た 「キャ リ

ア教育 の推進に関する総合的調査研 究協力者会議報告書」では 「キャリア」を 「個々人が生涯 にわ

た って遂行する様々な立場や役割の連鎖及びその過程における自己と働 くこととの関係付けや価値

付けの累積」とし、「キャ リア教 育」を 「児童生徒一人一人 のキャ リア発達を支援 し、それぞれ にふ

さわ しい キャ リアを形成 してい くために必要な意欲 ・態度や能力 を育てる教育」 と定義 して いる。

このようにキャ リア教育が求 められてきた背景には、若者のフ リー ター志向やニー トの増加 、就

職後の早期離職 の増加等、今 日の大きな社会問題がある。 「学校か ら職業への移行」にかかる課題 の

深刻 さを踏まえ、発達段階に応 じたキャリア教育が提唱され 、キャ リア教育の視点か ら教育 を再構

築 し、系統的な取組を進めてい くことが重要 となってきた。各学校 において各領域の関連す る諸活

動を体系化 し、計画的 、組織的に実施できるよう教育課程の在 り方 を見直す ことが必要である。

本部会では、平成 ユ8年 度 か ら実施 され る 「キャリア教育の全体計画表」例 を作成 し、「教科」r特

別活動」 「総合的な学習の時間」等の教育活動、とりわけ教科科 目において、キャ リア教育 の視点を

どの ように導入 し、展 開すべ きか、また健康教育についてキャリア教育 として重要な役割 を担って

いるもの と位置付け研究 を進 めた。

皿 研 究 の 方 法

「キャリア教育の全体計画」を全 日制課程普通科 をモデル として作成 し、「キャ リア教育の 目標」

「進路指導の重点」「キャ リア教育を推進す る組織1等 を示 したe「 教科」「特別活動」r総 合的 な学

習の時間jに おいては、職業的(進 路)発 達の段階にお ける領域では、「人間関係形成能力1「 情報

活用能力」r将 来設計能力」「意思決定能力」の4つ に区分 し、それぞれのかかわ りを研究 した。特

に教科指導においては、4つ の能力育成を重視 した授業展 開例を具体的に検討 した。また、「総合 的

な学習の時間」 におけるキャ リア教育、学校設定教科である 「産業社会 と人間」及び商業科の 「ビ

ジネス基礎」 を参考例 として取 り上げた。 さらに 「生 きる力」の基盤 としての健康教育にも言及 し

た。
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皿 研究の内容

1 キャ リア教育の全体計画例

都立高等学校〈全 日制課程〉キャリア教育の全体計画

学校 の教育 目標(1)主 体的な学習や自律的な学校生活が過 ごせるよう教育の質の向上を図る。

② 一人一人が希望する進路を実現できるよう進路指導の充実を図る.

(3)健 康教育を計画的に推進 し、健康 ・安全 ・環境整備に対す る意識を高める。

(4)地 域との連携 ・交流を図り、地域社会に貢献できる学校づくりを推進する。

(5)自 律経営推進予算を活用 し、本校の特色ある教育活動の充実と教育環境の整備を図る。

(6)学 校PRに 努め、学校方針を理解 しうる意欲旺盛な生徒の獲得 を目指す。

育てたい生徒像

自らの将来設計をな し、自他を尊重で きる豊かな人問性に富んだ生徒 を育成す る.

キ ャ リア教育の 目標

① 生徒 自らの個性や適性 の把握及び生徒一人一人のキャ リアの発達 と自立。

② 生涯 にわたる教育 ・起業家教育。

③ ハ ロー ワーク等 との連携 ・高大連携 ・中高連携 ・企業連携等に よる進路情報の充実。

④ 基礎学力の定着 と情報活用能力等の育成。

進路指導の重点 教 科 特 別 活 動 総合的な学習

1学 年1
・自己理解 の深化 と自

己受容
職業指導、
(職業イ ンタビュー)

自己理解
(コース選択)

基礎学力指導

2学 年:
・選択基準の職業観勤

労観の確立
・将来設計の立案 と社

会移行の準備
就業 ・進学指導
(会社見学 ・インタ

ー ンシップ ・キヤン

バス見学等)

進路情報の収集 と検

討
一般教養

3学 年=

具 体的な進路 先の決
定のための指導
進路先への定着指導

人
間

能関
力係
形
成

'騨琴琴壽臨宇騨 箕コ雫奪

.晶 満 離 膨 窃 能力)
・実験等 グループ学習
・各授 業での プ レゼ ンテー シ

ョン能力
・授業におけるマナー教青

・球技大会

;難 萎争部活動
・マナー指導
・HR指導
・英語ス ピーチ大会
・演劇鑑賞教室

・指導力 と協調

性
・自己評価

・相互評価

・規範意識

・社会性

情㈱

力活
用

・情報 リテラシー
・文書処理 ・情報処理

:騨 雫犠 指導

・学校行事(遠 足や

羅 畿行等)の資

'製 雑 と

・知識の活用

将
鯨
力設
計

・家庭科 ・保健等のライフプ ラ

ン設定

'蟹懸茎騰 隷鰭 みを

・各教科での課題設定

・委員 会 ・部 活 等 の

.麗 弊 ダンス
・オ ー プ ン キ ャンバ

ス ・企 業見学

・課題殻定等

の検討

意
能思
力決定

:簸羅駕舗絆 習
・PDCAサ イクルを取 り入れ

た授業

'租 象 雛 動の

・イ ン ター ンシ ップ

'購 研鷺
の

決定

そ
の
他
の
能
力

=鞠灘熱慰蠣
・資格取得(簿 記検定 ・英語検

定等)

:藁巌 酪 整姦
室

・保健 だ より
・ボ ランテ ィア講

演会

・一般常識
・基礎学力生活指導の重点

糠 雛雰難
{マナーの徹底)

・人 間性の育成

キャリア教育を推進する組織の名称1キ ャリア教育推進委員会

保護者 ・地域 との協力 ・連携

二業瀦舗離欝
・近隣企業 ・商店街等

分掌との連携

:整套講 寧覆灘
・各教科

都や 国の事業や小 ・中 ・大等の連携

・大 学

=談蒜鑛 磯羅 会
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高等学校におけるキャリア教育(各学年) 現爽舶探索瀬賦行と社会弱接揖準簸遡時期

各教科 特別活動 総合的な学習の時間

1学 年 ・自然体験や社会 【学級(ホ ームルーム)活 動】 ・学び方や ものの

全 体 、観 察 ・実 ・学級や学校にお ける生活上の諸問題 の解決、学 考 え方 を身 に

0自 己理 験 ・実 習 、 調 級内の組織づ くりや仕事の分担処理などの活動 付け、問題 の解

解 の深 化 査 ・研 究 、発 表 ・個入及び社会 の一員としての(在 り方)生 き方 決や探 求活 動

と 自 己 受 や討論、ものづ に関す ること に主体 的創 造

容 く りや 生産 活 青年期の不安や悩み(悩 みや課題)と その解決、 に取 り組 む 態

O選 択 基 動 な ど体 験 的 自己及び他者 の個性の理解 と尊重、社会の一員 度を育て、自己

準 と して な学習、問題解 としての 自覚 と責任(社 会生活における役割の の(在 り方)生

の 職 業 決 的 な学習 を 自覚 と自己責任)、 男女相互の理解 と協力 き方 を考 え る

観 ・勤 労観 積 極的 に取 り 1生徒会活動】 こと

の確立 入 れ る こ と. ・学校生活の充実 ・改善向上 を図る活動やボラン

テ ィア活動

2学 年 ・集 団生活への適 【学級(ホ ームルーム)活 動】 ・自己の 在 り方 生

応 と選 択教 科 ・学業生活の充実及び将来の生き方と進路の適切 き方や進路に

o将 来 設 (教科 ・科 目〉 な選択(決 定)に 関する こと ついて考察す

計 の 立案 や進路の選択に ・学ぶ ことの意義の理解 、自主的(主 体的)な 学 る学習

と社会 移 かかるガイダン 習態度の形成(確 立)、 選択教科等(教 科 ・科 ・ボ ランテ ィア活

行の準備 スの機能の充実 目)の 適切な選択、進路適性の吟味(理 解)と 動 な どの 社会

進路情報の活用 、望ま しい職業観 ・勤労観 の形 体験、見学や調

成(確 立)、 主体的な進路の選択(決 定)と 将 査発表や討論 、

来設計など もの づ く りや

【学校行事】 生産活 動 な ど

・勤労生産 ・奉仕 的行事における職業や進路にか 体験的な学習

かわる啓発的な(職 業観の形成や進路の選択決

定に資す る)体 験やボ ランテ ィア活動な ど

3学 年 ・高等学校普通科、 【学級(ホ ームルーム)活 動】 ・生 徒が 興 味 ・関

専門学科におけ ・望 ま しい人 間関 係 の確 立(コ ミュニ ケー シ ョン 心、進路等に応

0進 路 の るコー スや類型 能力の育成 と人間関係 の確 立)、 ボ ランテ ィア じて設 定 した

現実吟味 及び選択科 目の 活動の意義の理解、(国 際理解 と国際交流)な 課 題 に つ い て

と試 行 的 設置、総合学科 ど 知識や 技 能 の

参加 における系列 の 深化 、総合化 を

提示と多様な選 図る学習

択科 目の設置な

ど
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2教 科指導におけるキャ リア教育

(1)各 教科にお けるキャ リア教育

現在 、多 くの学校が、社会人講話、イン ター ンシップな どの社会体験 を中心に、積極的 にキャ リ

ア教育 に取 り組んでいる。 しか し、 どのようにキャ リア教育に取 り組むかを具体的 に打 ち出す こと

がで きず に苦慮 している学校 も少な くない。

また、生徒は、社会生活や将来の職業生活における必要性を"授 業の中"で 認識す ることが十分

にで きない といった状況が見 られ、 「何のために学ぶ のか」 とい う目的意識が不明確なままにな り、

学習意欲 の低下に結びついている現状 がある。 これ は、PISA2003の 調査結果で も示 されている。

キャ リア教育は、学校の教育活動の中心である日常の授業で視点 を変えることで、その目標 を実

現す るこ とが可能な部分が多い。発想 の転換や授業方法 ・教材の工夫な どの 「授業改善」が、キャ

リア教 育の推進 に資す る。

そ して、その改善には、「なぜ勉強 しな くてはいけないのか」「今の学習が将来 どのように役立っ

のか」 といった発見や 自覚をもたせ、学習意欲 と学力の向上を図るためにも、授業 に 「キャリア教

育」 の観点を加 えてい く必要がある。教科 の学習を、職業的発達にかかわる4つ の能力 「人間関係

形成能力jr情 報活用能力」 「将来設計能力 」「意思決定能力」を踏 まえて、学校 と社会 との接続を意

識 した授業を組み立てることで、生徒の学習意欲を喚起 し、確かな学力の育成を図 ることができる。

また、 「教科」 と 「特別活動」 「総合的な学習の時間」 で系統的 ・計画的にキャ リア教青 を行 う中

で、"在 り方生き方"を 考えさせ、望ま しい勤労観 ・職業槻 をは ぐくませてい くこ とが大切である。

以下、教科指導にお けるキャ リア教育の具体的な観点、方策について述ぺ る。

ア 「人間関係形成能力」を重視 した授業

社会において、相手 の考えを理解 し、自分の意思を的確に伝 え表現す るコミュニケー ション能

力は、スムーズな人間関係 を築 く上で欠 くことができない能力である。しか し、子 どもたちには、

核家族化 ・生活環境な どの変化に よって、 コミュニケーシ ョン能力の低下が問題 となっている。

このことにっいて、教師が意図的に集団内での人間関係を意識 させ、発問の仕方 を工夫す るな

どの授業改善を行 うことにより、 ゴミコ.ニケーシ ョン能力の育成が図れると考 えた。

【@は 具体的な授業例 を示す。 また、 日常的な授業の中で意識Lて 指導 したい項 目を示す。】

⑤ 自己表現を重視 した授 業

自分の意思や考 えを積極 的に表現 し、他者 の意見を的確に理解す る授業。

① 授業の初めに 「最近のニュースで感 じたこと」な どの3分 間ス ピーチを行 う.

② 課題 を考 えさせた後、なぜその ように考 えたかを班やクラスで討論 させ る。

③ 環境問題な どについて、賛成 ・反対の意見に分かれデ ィベー トを行 う。意見を出 しやす くす る

ために最初は小グループか ら初め、その意見をクラス レベル まで引き上げる。

⑨他者 を理解 し、尊重す る授業

他者 と場に応 じた適切なコミコ.ニケーシ ョンを図 り、チー ムワークを高める授業

① 理科 の実験や社会 のグループ調べ学習な どの中で互いに役割分担を行い、活動方針や方法 を一

致 させて行動する。

② 他者の気持ちを理解す る授業で、ロールプ レイングな どの手法を取 り入れ る。
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☆ 日々行っている下記のような授業は・コミュニケーション能 力の育成の基本になっていると考える。

・生徒への発問、指名を積極的に行い、生徒による発言を促す。

・机問指導等での声がけをして、個別のコミュニケーションを図る。

・生徒相互で意見を交換させる(隣 の人と相謹してごらんなど)。

・ノートを集め、ノートへ教師からの⊇メントを記入する。

・ノート提出の際r・vについて、■ず3行 以上の意見を書くこと」などと指示する。

小テストなどは点数だけでなく、教師から一言を付け加えて返却する。

イ 「情報活用能力」 を重視 した授業

様々な情報を収集 ・探索 し、必要な情報を選択 ・活用 してい く 晴 報活用能力」は、 自己の進

路や生き方 を考える上で重要な能力である。 しか し、多 くの情報が氾濫す る中、生徒たちには適

切 な情報を得る事ができず、 さらに情報 に振 り回され るな どの状況が見受 けられ る。

変化の激 しい情報社会において、主体的に適切な情報を読み取 る能力、さらに自ら情報 を発信

して 自己PRで きる能力 を高める授業の工夫 ・改善を行 うこ とが望まれる。

⑥メディア・リテラシー

新聞、テ レビ、イ ンターネ ッ トなどの、各 メディアの特性の違いを理解 し、主体的に適切な情

報説み取 り能力 を身に付 ける。また、イ ンターネ ッ トな どを利用 し、不特定多数の人への、1精報

発信能力"を 高める授業。

① 一っの事件を2っ の新 聞で類似 点 ・相違点や論調を比較 し、立場による違いや 自分の考え方 を

ま とめて、発表 させる。『国語』『公民』

② いくっかのCMを 選び、テーマ、演出 ・BGMの 効果な どを調べ させ る。文化祭 などの行事 と

結びっけて、各団体のポスターや 映像な どを作成する。『情報』『芸術』

⑥教科 『情報』をクロス カ リキュラム として実施

『情報』は、パ ソコン等を利用 して情報活用能力を高め、他敏科 との連携を行 える教科である。

① 課題設定には、"エ ネル ギー問題"な どの現実的な問題 を取 り上げ、他教科 『理科』『公民』『国

語』 との共通課題 とす ることで、生徒の意識 を高め授業時間を有効 に活用す る。

② 生徒 自身の進路先、修学旅行先について調べまとめさせ るな ど、身近な課題 を取 り上げること

も有意義である。

一方
、生徒には、様 々な体験 を通 して、学校で学ぶ ことと社会 ・職業生活 との関連を理解 して

い く 「職業理解能力」が求 められ る。 しか し、生徒はイン ターネ ッ ト等を利用 し多 くの職業情報

溺手に入 るに もかかわ らず、社会 との接点や体験に乏 しく、限 られた職業 を選択 しがちである。

社会 を知 り、世界 を広げ、職 業の選択肢 を増すための 「職業理解」に、世代 間の交流、い ろい

ろな職 業人との接点を増や した授業 を行 うこ とが重要であ る。

◎職業 ・勤労に対す る理解 ・認識 を深め る授業

保護者 ・同窓会 ・企業人 ・NPOな どの外部講師 を活用 して、社会の仕組み(経 済 ・お金の話

な ど)、 世の中の現状を理解 し、体験 させる授業。『公 民』『商業』(P7参 照)

☆生徒が板書を見たり、教科書 ・資料を見たり、教師の話を聞く事も情報 の活用である。より正しく、効率よく

それらの情報を活用し、学習理解を深めることができるように配慮する。

・教 科書、資料を生徒自身でよく見て読み 、「1行でまとめなさい」などのように指示する。

・ビデオやPCを 使う場含は漫然と見せるのではなく、ポイントをはっきりさせておく。
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ウ 「将来設計能力」を重視 した授業

仕事上 の自己の役割 と意義 を把握 し、果たすぺき役割 を計画的 に段取 りよく遂行す る 「将来設

計能力」は、社会人 として重要な能力である。 しか し、進 路への 目的意識が明確でないために、

積極 的 ・計画的に学習に取 り組む姿勢の低い生徒が多いこ とを指摘 されてい る。

授 業では、生徒が学習に計画的かっ圭体的に取り組めるように授業計画を提示し、集団での学 習活

動の中で、「役割把握・認識能力」の育成を図るように組み立てる。

@グ ループ別 の実験 ・班別の調べ学習

グループ別学習を積極的に取り入れる中で各 自の役割分担を行い、計画 を立て、段取 りを考え、

各役割 を遂行するな ど、実際の仕事の流れを想定 した学習 を行 う。

★生徒の主体 的な学習の指針と して、`'シラバス"、 」`週案"な どの授業計画を活用する。

・月 ごと、単 元 ごとの授業計画 を常 に生徒に示 し、スモールステップで学習への目標 を設定する。

・試験では、r学 習のね らい」「評価の観点」について生徒 に提示 を して、計画的な学習 を指導す る。

・宿題や課題 を利用 して、自立的な学習を促す。

エ 「意思決定能力」 を重視 した授業

社会では、 自らの意思 と責任においてより良い選択 ・決定を行 うとともに、その過程での課題

や葛藤 に積極的に取組み克服する 「意思決定能力」を身 につけることが大切である。 しか し、子

供達の精神的 ・社会的 自立が遅れ 、職業の選択や ・決定 を先送 りにす るモ ラ トリアム傾 向が高 ま

っている。 また、環境 ・人間関係 に左右 されやすいことも指摘 されている。

授 業の 中で 「意思決定能力」をつけるためには、環境問題 のよ うに立場によ り答が異なるテー

マを考え、課題 を検証す る前に仮説を立て討論 し自分の意見を決定す る授業や、課題解決学習 な

どを通常の学習の中に取 り入れ、一人一人が 自己有用感 を高める授業の工夫 をする必要がある。

◎ 仮説 ・検証を伴う授 業

生徒の問題意識 を高 めるよ う設定を工夫 した課題 を出す.生 徒溺予想 ・考え(仮 説)を ノー ト

に書き、班ごとに意見交換や討論 をす る.さ らに、全体の意見を確認 して、課題の検証を行 う。

この授 業方法 は多 くの教科で実施可能である。

① 『地理歴 史』『公民』で、条件を示 して、どの地域の人 口が増加す るかな どの社会現象を、各人で

仮説を立てて予想 させて、結果を統計(グ ラフ)資 料で検証 させ る.

② 『家庭』で、家計のや りくりをい くつかの条件を変化 させ る中で仮説を持って考えさせ、収入 と

支 出を計算 させて検証 させ る。テーマにより 『理科』『公 民』『数学』『保健』『家庭』は互いに

クロスカ リキュラムとして展開が可能である。

◎課題解決学習

課題解決授業 は、 自ら問題に感 じた ことを課題に設定 し、解 決可能 な策から仮説を設けて、結

論 を推論 し最後 に検証す る学習である。授業時間な どの制約 はあるが、長期休業な ども利用 して

積極的に実践 していきたい。

☆ 失敗やリスクを恐れずに自分の考えを決定し、発言できる授業雰囲気を作りたい。

☆ 授業の際に全員に対して一斉の指示を与えるだけでなく、意 図的に選択の機会を与えることによって、

生徒 自身の意思決定を促す場面を設けたい。

・挙 手をさせる ・選択問題を与える ・練習問題を与える場合でも、何種類かを提示して選択をさせ

るだけであっても、状況を把握して決断する必要がある。(「この10問 のうち5問 を解いて提出しなさい。」)
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(2>「 総合的な学習の時間」にお けるキャ リア教育

さまざまな学校で 「総合的な学習の時間」の内容 として、キャ リア教育的な取組が行われてい る

が、その効果 を高めるために、評価の観点を明確に して年聞 を通 した計画を立てるとよい。カ リキ

ュラムを作成する際に、「人間関係形成能力 」「情報活用能力」 「将来設計能力」「意思決定能力」 な

ど、 どのよ うな点を伸 ばす ことを意識するか を明確にす ることが望ましい。

以下に示すのは都立大島南高等学校で行 っている 「総合的な学習の時間」である。年間を通 して、

キャ リア能力の向上を 目指 して成果 を上げている。明砧な 目標 と評価の観点を設けて指導を行 うこ

とに よって、学習の成果をあげるこ とが期待 される。

【都 立大 島南高等学校の 「総合的な学習の時間」におけ る目標 と評価 の観点】(抜 粋)

ア

イ

ウ

自己を理解 し、社会を知 り、さまざまな課題を解決 していくことによ り、主体的にライ フプラ

ンを作成す る能力や態度 を育成する.

諸地域の 自然 ・文化 ・産 業 ・職業を研究す るこ とによ り、幅広い学び方や調べ方 を身にっけ

させ、 自ら進んで物事に取 り組む態度を育成す る。

他者 を理解 し、仲間 と協力す ることを通 して、広い視野 に立って創造的に物事 を考 える ことの

で きる能力や態度を育成す る。

ア 積極性(自 分か ら進んで前向きに果敢 に行動することができる。)

A自 分 の実力を拡大す るために、必要な知識 ・技能の拡大等努力を継続 している。

B自 分の作業遂行に専念 してお り、その際の不足 している知識 ・技能を認識 している。

C自 分の作業遂行に専念 している。

イ コミュニケー ションカ(相 手の意思をきちん と理解 し、それ に対す る自分 の意思 を明確 にもっ こ

とがで きる。)

A相 手の レベルに合わせ た意思疎通の方法を工夫 し、信頼関係 を確保 している。

B発 話、文書連絡、マナー等のコミュニケーシ ョン上の基本要件を適宜適切に実践 している。

C相 手に最低限のアイデアや意見を伝 えることができる。

ウ チー ムワー ク(他 の メンバーを評価 し、チームの 円滑な運営 を促進す るように行動できる。)

Aチ ームの円滑な運営 を促進できるよう、周囲に働きかけを してい る。

Bチ ームの 目標 を理解 し自分 に課せ られた作業を遂行す ることがで きるe

C集 団の中にお ける自分の位置を確認す ることがで きる。

工 課題解決力(課 題 を発見 し、その解決のための方策 を図ることができる。)

A収 集 した情報 を活用(分 析 ・判断 ・選択 ・整理 ・加工 ・蓄積)し 課題 を解決す ることができ るe

B課 題解決に向けた情報 を多面的に収集す ることができる。

C自 分における課題 を発 見するこ とができる。

オ プ レゼンテー ションカ(相 手に 自分 の考 えを適切に表現 し、ア ピールすることができる。)

A校 内発表会、文化祭 、ホームページ等で発表 し、自分 の考えを的確に表現す ることができる。

Bプ レゼ ンテ・一シ ョンソフ ト等を活用 し、相手にわか りやす く伝達す るための工夫 をす ること

ができる。

Cレ ポー ト作成 、表現方法の工夫 を通 して、相手に 自分の考えを伝 えようとする努力 を してい

る。

1資 料】平成14・15年 度 東京都教育委員会 「多様な指導形態導入推進校」指 定校

一総合的な学習の時間の指導の充実に関す る研 究資料集 一
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(3)選 択科 目 ・学校設定教科等 でのキャ リア教育

ア 選択科 目としての商業科 目 「ビジネス基礎」な どの設置

普通科高校でも、学校 の状況 を踏 まえた上で、キャ リア教育の観点に立った多様な選択科 目を

設置す ることによって、生徒の様々な能力の向上が期待できる。

その一例 として商業科 目 「ビジネス基礎」を挙 げる。 「ビジネス基礎」は社会の変化に迅速 に適

応できる科 目であ り、 自らの力で学び、判断 し、た くま しく生きるカを青成す るキャ リア教育を

推進す る科 目としては優れている。職業槻を育成す るた めに学習内容 を工夫 して、販売 実習、模

擬 ビジネスゲー ムな ど体験的な授業を展開 した り、民間企 業等の外部講師を活用 した りす ること

によって、職業理解能力 の育成 を図ることができる。また、外国人講師の活用をす ることによっ

て も、単元r外 国人 とのコ ミュニケー シ ヨンjで 人間関係形成能力 の育成が期待できる。

イ 学校設定教科 としての 「産業社会 と人間」の設置

総合学科高校は職業観の育成 と、生徒の興味関心に応 じた多数の選択科 目を特色 としてい る。

「産業社会 と人間」は総合学科高校 での原則必願修科 目であ り、さまざまな科 目の中か ら自分の

進路 を見据えて科 目選択 をするために1年 次での履修が義務付けられている。普通科高校におい

て もこの教科を学校設定教科 として設置す るこ とによって、年間を通 じた計画的なキャ リア教育

を推進す ることができる。検定教科書がないために導入に当たっては工夫が必要だが、過去のホ

ー ムルームや総合的な学習の時間で扱われてきた内容や 、従来の進路指導などを体系化 して教材

化す ることも可能である。 また、カ リキュラムや実施の方法等 は総合学科高校 での実践か ら学ぷ

こ とも多い。年間を通 した授業でキャ リア教育を実施す ることによって、生徒の様 々な能力 の向

上 とともに、生徒の将来への 目的意識 の高ま りや学習意欲 の高揚な ども期待できる。(学 習指導要

領第1章 総則 第2款 各教科 ・科 目及び単位数等5(2))

【都立晴海総合高等学校での 平成16年 度 「産業社会と人間」単元の抜粋】

・オ リエンテー ション ネームゲー ム

・フ レッシュマ ンキャンプ(含 自己理解のた めの性格診断テス ト)

・職業 レデ ィネステス ト(実 施 ・解説 ・結果の 自己分析)

・職業についての ワークシー ト

・班別テーマ学習(ブ レーンス トー ミング ・発表)

・自分史 ワー クシー ト(ラ イフプランの基礎作 り)

・系列への招待(系 列概要説明 ・全体 ・系列別)

・ディベー ト(準 備 ・試合)

・科 目選択指導(各 教科か らの留意点)

・職業に関す る講演会

・職場訪問{事 前指導 ・訪問 ・事後指導)

・ライフプランワー クシー ト

・ライ フプラン発表会(ク ラス ・全体発表)

・メン タルヘルス(講 演会)

前期 班別調査学習のテーマ候補 共通テー マ 「産業社会 と経済活動の変化」

後期 デ ィベー トのテーマ候補 共通テーマ 「現代社会における少子高齢化」
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3特 別活動におけるキャ リア教育

特別活動は授業 と並んで教育課程 の中心 をな し、学校 の特色を よくあらわす ものである。 また、

特別活動は生徒の自主的 ・自立的な行動による部分が多 く、キャリア教育の4っ の能力を育成 する

ために大いに活用できる。特に、文化祭、体育祭 、修学旅行 とい う生徒に とって も大きな意 味を持

っ行事は指導の工夫によって、よ り大きな効果 を期待 できるものである。その他にも、柔軟 で積極

的な発想で指導を工夫す ると期待以上の効果 が現れ ることがある.こ のよ うに、行事やホー ムルー

ム活動は、ね らいを明確に して、それに沿 った指導を意図的に行 うことで生徒の諸能力の育成 に大

きく貢献す る。

そこで、以 下に文化祭を取 り上げて行事の企画、運営に際 して具体的な指導の工夫の例 を示す。

ア 文化祭での指導例

i)企 画段階での指導

企画調整会議で、文化祭を活用 してどの ような能力 を育成するかなどのね らいを明確 に して、

生活指導部や生徒会指導部で具体的な方法 を検討す る。そのね らい と指導方法をもとに、生徒会

や文化祭実行委員会の指導担当教員が、生徒に文化祭のね らいを指導する。直接生徒 と話 し合 う

方が よい場合 と、自主性 に任せなが ら軌道修正す る方が よい場合な ど、学校 によって判断す る と

良い。注意することは、放任せず学校 としての指導が適切 に行われるように進行管理 をするこ と

である。

五)準 備か ら実施段階での指導

文化祭は総合的な能力の育成について様 々な方策 を立て ることができる。 ともすれば人間関係

形成能力 にのみ意識が向きがちであるが、 ここでは他の能力の育成について考えてみる。

この段階では状況の急変 な どに対応す るこ とに力 を集 中 して、本来の指導がおろそかになるこ

とがある.こ の状態を回避す ることと、キャリア教育の視 点を組み合わせてみ ると効果的な指導

ができる。例 えば、各係 のチー フとサブチー フの生徒 に対 して起こりうる問題の例 を指導 してお

き、その レベルの範囲内であれば、速やかに教師 に報告 をす ることを確認 した上で、生徒に ある

程度任せてみる。状況の変化 と対応 について指導 してお くことで、生徒相互の相談で乗 り切 るこ

とができ、意思決定能力 の育成や、事前の危機回避策を考え させることで、将来設計能力 を育成

す るこ ともできる。

このよ うに、発想 を柔軟にす ることで個身の生徒 にあった指導を展開でき、それぞれのね らい

に応 じた効果を期待す るこ とがで きる。 当然 、失敗 もあるが トライアン ドエラー一は大きな問題で

はな く、教師、生徒 ともに成長す る過程 として とらえるべきである。

逝)実 施後 の指導

終了後は開放的な気持ちになって、事後 の検討がお ろそかにな りがちである。事後の検討 につ

いては企画、準備 、実施にっいて積極的 に意 見を出させて、検討 を行 う必要が ある。 これは、次

年度にっ なぐ目的だけでな く、生徒が 自らの役割やその他の行動 を振 り返ること、あるいは他者

の行動を検証することを通 して生徒の諸能力の青成を図ることができるか らである。

イ まとめ

行事、 ホームルーム活動 ともに、企画 ・運営には大きな労力や時間を費やすが、その もた らす

効果は大 きい.各 校で実情に応 じてね らいを設定 して適切な指導 を行 うことが重要である。
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4学 校保健計画を甚にしたキャ リア教育

生 徒が社会にでて生きるためには、「生きるカ」が不可欠 である。このr生 きるカ」を育成す る上

で、基本的生活習慣の確立や規範意識の育成な ど生徒の健全育成が大きな課題 となっている。その

ためキャ リア教育の基盤 となるr生 きる力」を育成す るためには、学校全体で健康教育の充実に取

り組 まなければな らない。

これまでは、学校 では科 目 「保健」や養護教諭が主 として健 康教育 を行っていた。 しか し、平成

17年 度に都立学校 においては、学校保健計画を作成す ることにな り、各分掌、各学年 、関連教科

と連携 して計画を立てた.こ れは学校保健 を組織で推進す るための基本 となるものである。学校保

健計画をみると、これか らの健康教 育は、学校全体で取 り組む必要があるこ とがわかる。学校保健

計画を基 にした健康教育の取組 について述べ る。

(1)学 校行事

生活指導部 ・保健部 ・学年 ・関係機関 との連携による薬物 乱用防止教室や交通安全教室及び地

域 ・保護者 ・関係機関の連携 によるセー フティ教室の実施等があげられる。薬物乱用防止教 室や

交通安全教室は、規範意識や 自己管理能力の育成が期待 できる。また、文化祭で、クラスや 生徒

保健委員会の展示に健康 に関連するテーマ を取 り上げることで、クラスや委員会活動 を通 した健

康教育 もできる。

(2)保 健教育

教科指導では、科 目 「保健」、教科 「家庭」それぞれの指導だけでな く、テーマによっては、「保

健 」「家庭」や公 民科 の 「現代社会」 とのクロスカ リキ講ラムも可能 である。また、必要に応 じて

養護教諭や栄養職員 との連携が可能である。特に、生 きる上での基本であって、知育、徳育及び

体育の基礎 となるべきもの と位置付けられている食育は、あらゆる教育場面や機会 において指導

されなければな らない。また、学校の役割 としては、魅力ある食育を推進 して子 どもの健全な食

生活の実現 と健全な心身の成長 を図ることが期待 されている。

保健指導では、保健だ よりだけでな く学年 だよりやPTA広 報誌等 を活用す ることもできる。

(3)組 織活動

生徒保健委員会や学校保健委員会の活動である。学校保健委員会では、校医やPTAも 出席す

るので委員会 を活性化す ることで、保護者 との意見交換 もでき、生徒の健全育成についての連撹

が期待できる。

(4)ま とめ

生徒の健全育成は、遅刻指導や あい さつ ・マナー指導も含 めて、 日常の教育活動全体で積極的

に取 り組むことが大切で ある。生活指導部の遅刻指導や あい さつのよ うなマナー、また授業規律

を学ぱせることも必要である。

学校 にお ける健康教育は、単に、健康に過 ごすためだけの知識の習得ではない。実践力 ・規範

意識 ・自己管理力 ・思いや りの心の育成 ・基本的生活習慣の確立等の生徒の健全育成である。そ

れ は生徒に、キャ リア教育の基盤である 「生きる力」を身 に付 けさせ る教育で もある。そのため、

教科指導だけでな く、 日常の教育活動を含 めて学校全体で行 っていかなけれ ばな らない.
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W研 究 の ま とめ

1研 究の成果

物質的な豊か さの拡大や、社会における個人の責任が希薄になっていることな ど、若者 を取 り巻

く環境は決 して良い とはい えない。その中で、引きこもりやニー トといった杜会に不適応 を起 こ し

ている青少年が増加Lて い る。 このことについて社会の各部門での取組が行われ、教育の分野では

小 ・中 ・高 ・大でのキャ リア教育の連携が求められた。 この ことに対 して、当部会では、行事の新

設な ど教員の負担を新たに求 めていくものでなく、発想 の転換や 、授業方法、教材の工夫をもって、

授業改善を行 うことが、キャ リア教育の推進 に資する と考えた。

キャ リア教育の視点を導入 した授業改善 を考 えるに当たって、委員構成 が各教科か らまんべ んな

く出てい るわけではないのが幸い した。 ともすれ ば、各教科科 目の工夫事例を集めるにとどま って

しまいがちであるが、ここでは、思い切 ってキャリア教育における4っ の能力の育成 に重点をお い

た、汎用的な授業の工夫を考えることができた。

次 に普通科 目でなく総合学科原則必履修科 目の 「産業社会 と人間」及び商業科 目 「ビジネス基礎 」

を取 り上げ、普通科な どへの導入の効果について研究 した。 「産業社会 と人間」は各学校でカ リキュ

ラム開発 を行 う必要があるが、学校の状況 に応 じた柔軟な指導ができる利 点は大きい。 「ビジネス基

礎」は商業科 目で、普通科な どで もす ぐに選択科 目として般置が可能 である。また、r総合的な学習

の時間」 にっ いては、現在でもキャ リア教育の一環 として行われている学校が多いことか ら、更 な

る活用 について研 究した。

特別活動はその特性 から、生徒が積極的に参加す ることでキャ リア教育の効果を大きく出せ るも

のであることで例示 しなが らね らいや留意点を示 した。

また、キ ャリア教育の目的にある、社会 に適応 して生きていく力を育成す るために基礎的な部分

を確 立す るためには、基本的な生活習慣の確立や規範意識 の育成 な ど生徒の健全育成が欠かせない。

そ こで、その一環 として健康教育の在 り方の研究を取 り入れ た。

このよ うに、教科教育 と特別活動を相互に連携 させ て、教育課程全体でキャ リア教育の視点 を導

入 した教育活動を展開す るこ とで、生徒が社会にスムーズ に適応でき、た くましく生 き抜いてい く

力 を身に付けることができる。各学校 においては、この後示す課題を検討 し、積極的に教育課程 に

キャ リア教育 の視点 を導入す る必要がある、

2今 後の課題

各学校でのキャリア教育を充実 させ るために検討 しなければな らない課題は、以下の点で ある。

(1>各 学校の状況に応 じて、各教科で どの ようにキヤ リア教育の視点を導入 していけばよいか を研

究す る。

(2>授 業改善を行 う上で、キャ リア教育の視点をあえて入れ るこ とで効果を上げるよう工夫す る。

(3>特 別活動の見直 しを行 う際、キャ リア教育の視点で再確認 を行い、実施企画書の 目的や ね らい

の 中にキャ リア教育の視点を入れ る。

(4)年 間授業計画や週 ごとの指導計画にキャリア教育の視 点をね らいとして記入す るよ う工夫す る。

(5>授 業規律の確保な ど生活指 導面でも社会に適応す る能力を育成す るよ う工夫 して、すぺ ての教

育活動でキャ リア教育を推進す る。

これ らの繰題に対 して、各学校の生徒の実態、 目指す生徒像等に基づき具体的な方策 を示 し、実

践 の中か ら改善を進めることが大切である。
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